

























co.jp/article/world/20110418/219486/　2012 年 12 月 7 日参照）。
Munetake Mori（武蔵大学非常勤講師）





（Coudenhove-Karelgi, Heinrich Graf von, 1859-1906）と日本の、旧姓青山光子（1874-1941）の
間に 1894 年に東京で生を受ける。ハインリヒは、多民族国家オーストリア・ハンガリー二重帝
国の外交官として日本に赴任しており、その際に知りあったのが、光子である。






















鹿島研究会出版会 1970 所収、277 頁。
（3）Coudenhove-Kalergi, Richard Graf von （1958）: Eine Idee erobert Europa-Meine Lebenserinnerungen, 































































となったのである。以下に述べる 1867 年に制定された 12 月憲法および、それをもとに実施され
（6）Zigerhofer-Prettenthaler, Anita （2004）: Botschafter Europas-Richard Nikolaus CoudenhoveßKalergi und 

























総計 28572000 100.00％ （9）
（9）Wandruszuka, Adam, Peter Urbanitsch （1980）: Die Habsburgermonarchie 1848-1918 Band III, ÖAW 
Verlag, Wien.
（10）Die Staatsgrundgesetze : dieVerfassungsgesetze für die Gesammtheit, dann die Landesordnungen und 
Landtags-Wahlordnungen für die einzelnen der im Reichsrathe vertretenen Königreiche und Länder, 
sammt allen ergänzenden Gesetzen und Verordnungen, die Gesetze über die Beziehungen zu den Län-
dern der ungarischen Krone und über das Verhältnis zu Bosnien und der Herzegowina., Manz, Wien : 
1884.
　　“Alle Volksstämme des Staates sind gleichberechtigt, und jeder Volksstamm hat ein unverletzliches 
Recht auf Wahrung und Pflege seiner Nationalität und Sprache.
　　Die Gleichberechtigung aller landesüblichen Sprachen in Schule, Amt und öffentlichem Leben wird 
vom Staat anerkannt.
　　In den Ländern, in welchen mehrere Volksstämme wohnen, sollen die öffentlichen Unterrichtsanstalt-
en derart eingerichtet sein, daß ohne Anwendung eines Zwanges zur Erlernung einer zweiten Landess-
































（11）Karoshi, Peter（2003）: Patriolismus und Staatserhalt Konstraktionen „österreichischer“ Gesamtstaatsi-
deen”, Newsletter Moderne Zeitschrift des Spezialforschungsbereichs Moderne-Wien und Zentraleeuropa 








　1867 年の 12 月憲法の下で様々な民族・言語政策が実施された。
　まず、最初にそれを実践したのはドイツ人の優越性を維持しながら自由主義的な中央集権体制
を目指した、ドイツ人自由派（deutsch-liberale Zentralistenkabinette）に属するホーエンヴァル















　次に改革に着手したターフェ（Taafe, Eduard, Graf, von, 1833-1895）は、憲法に基づいて政治
を行うことを約し、さらに、自分の政策が「すべての民族を適度にバランスのとれた不満の状態
















　ターフェの退陣後、しばらくして、バデニー（Badeni, Kasimir, Graf, 1846-1909）が首相に任
命された。バデニーは 1896 年 6 月に選挙法の改正を行い、従来の有産階級を代表する 4 つの選
挙部門、すなわち、大土地所有者、商業会議所会員、都市民、農村住民で行われていた部門別選
挙に加えて、24 歳以上の全男子による普通選挙が行われることとなった。新たな選挙法による














































































































































































































トー・フォン・ハプスブルク（Otto von Habsburg, 1912-2011）に受け継がれ、オットー・フォ
ン・ハプスブルクは、ヨーロッパピクニック計画を実行し、旧東ドイツからハンガリー経由で西
側に亡命しようとしていた東ドイツ国民のために、ハンガリー政府を説得し、ハンガリー・オー
ストリア間の国境を開放させることに成功し、東ヨーロッパの解放とその後今日まで続く一連の
欧州の統合に尽力した。
　設立後すでに半世紀を経過した欧州同盟は、経済的統合、域内の人的移動の自由化、ユーロの
導入など完成に近づいているように思われる。しかし、カレルギーの掲げた実践的理想主義に基
づくヨーロッパ統合は実現していないように思われる。それは本論冒頭で挙げた政治理念なき経
済統合の推進に起因する欧州通貨危機を見ても明らかである。
　カレルギーが、有能で人格的に優れた「精神貴族」の育成と、彼ら精神貴族による統治と平和
のための統一国家の実現は一見すると、選ばれた一部の人間による全体主義的な世界支配を彷彿
とさせる。しかし、倫理観の欠如や政策決定能力のない政治家の台頭による教育の荒廃、国家間
の紛争などに代表される昨今の国内外の危機的状況を解消するためにカレルギーの掲げたような
実践的な思想を再考する必要があるのではないだろうか。
（26）クーデンホーフ・カレルギー、リヒャルト著、『美の国』、クーデンホーフ・カレルギー全集　第 8 巻　鹿
島研究所出版会 1970 所収。
（27）クーデンホーフ・カレルギー著、池田大作著、『文明・西と東』、産経新聞出版局 1972。
